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和名 杢キリン（もくきりん）

学名 Pereskia aculeata

出典：松原 俊雄『にっぽんの伝統園芸』（栃の葉書房）2016年

にほん れきし

サボテンが日本
に ほ ん

に渡
わた

ってきたのは江戸
え ど

時代
じ だ い

である 1680年代
ねんだい

だ

といわれています。ポルトガルから中国
ちゅうごく

へ渡
わた

ったサボテンが

九 州
きゅうしゅう

の長崎
ながさき

に持
も

ち込
こ

まれ、盆栽
ぼんさい

でのサボテン栽培
さいばい

がはじまりま

した。サボテンが持
も

ち込
こ

まれて以来
い ら い

、日本
に ほ ん

の気候
き こ う

に適応
てきおう

するもの

は少
すこ

しずつ増
ふ

えていきましたが、当時
と う じ

はとても貴重
きちょう

でした。 

 明治
め い じ

時代
じ だ い

に入
はい

ると殖産
しょくさん

興業
こうぎょう

政策
せいさく

の一
ひと

つとして、他国
た こ く

の植物
しょくぶつ

が輸入
ゆにゅう

され、その中
なか

に 30種類
しゅるい

のサボテンが含
ふく

まれていました。

明治
め い じ

27年
ねん

（1894年
ねん

）にはサボテン栽培
さいばい

を職 業
しょくぎょう

とする人が現
あらわ

れ、

日本
に ほ ん

でサボテン栽培
さいばい

が広
ひろ

がっていきました。 

樹木
じゅもく

に広
ひろ

い葉
は

をつけ、葉
は

の付
つ

け根
ね

にトゲが

あるサボテンです。原始的
げんしてき

なサボテンであり、

玉型
たまがた

や柱型
はしらがた

のサボテンに進化
し ん か

する前
まえ

のサボ

テンは、「杢
もく

キリン」のような樹木
じゅもく

に近
ちか

い形
かたち

だったといわれています。 

写真提供：中部大学堀部研究室

※諸説あります


